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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　空温式液化ガス気化器(1)の蒸発部(2)において、前後方向に隣り合う蒸発ユニット(3)
どうしの間の部分、および前後両端の蒸発ユニット(3)の前後方向外側の部分における上
マニホールド管(6)よりも若干下方の高さ位置に、それぞれ左右方向にのびかつ左端が上
マニホールド管(6)の左端よりも左方に至る散水管(16)が配置されている。図３に示すよ
うに、前後両端の散水管(16)を除いた他の散水管(16)の管壁には、前後両側の蒸発ユニッ
ト(3)における各フィン付き管(8)の１つのアウターフィン(8a)の上部に解霜・解氷用水を
吐出する複数の水吐出口(17)が、左右方向に間隔をおくとともに斜め下方を向くように形
成されている。また、前後両端の散水管(16)の散水管(16)の管壁には、前後両端の蒸発ユ
ニット(3)における各フィン付き管(8)の１つのアウターフィン(8a)の上部に解霜・解氷用
水を吐出する複数の水吐出口(17)が、左右方向に間隔をおくとともに斜め下方を向くよう
に形成されている。散水管(16)の各水吐出口(17)は、フィン付き管のアウターフィン(8a)
に、解霜・解氷用水の１筋の水流を当てるようになされている。解霜・解氷用水の１筋の
水流は、フィン付き管のアウターフィン(8a)の上端から３ｃｍ以上下側の部分に当たるよ
うになされていることが好ましい。なお、解霜・解氷用水の１筋の水流が当たる部分の下
限は、フィン付き管のアウターフィン(8a)の上端から１０ｃｍ程度である。したがって、
全蒸発ユニット(3)の各フィン付き管のアウターフィン(8a)には、前後両側の散水管(16)
の２つの水吐出口(17)から吐出される水流が当たるようになっている。なお、蒸発ユニッ
ト(3)の各フィン付き管のアウターフィン(8a)には、前後いずれか一方の散水管(16)の１
つの水吐出口(17)から吐出される水流が当たるようになっていてもよい。この場合、水流
からフィン付き管のアウターフィン(8a)に伝わる熱量が、２つの水吐出口(17)から吐出さ
れる場合と均等になるように、１つの水吐出口(17)から吐出される水量と、２つの水吐出
口(17)から吐出される水量を均等にすることが好ましい。
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